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〈本文〉 1 

 2 

 本稿は，筑波大学と鹿屋体育大学による博士課程・大学体育スポーツ高度化共同専攻の3 

必修科目として開講された 2026 年度「大学体育論」全 10 回のうち，第 7～10 回の授業で4 

作成したティーチング・ポートフォリオ・チャート（栗田・吉田，2021）をもとに，助手5 

としての教育活動を振り返り，今後の成長計画をまとめたものである．構成は，東京都市6 

大学 FD 推進センター（2020）の「都市大版ティーチング・ポートフォリオ」を参考にした．7 

以下，ティーチング・ポートフォリオを TP，ティーチング・ポートフォリオ・チャートを8 

TP チャートと表記する． 9 

 10 

はじめに 11 

 筆者は 2025 年 4 月より，青山学院大学教育人間科学部において体育科教育の助手とし12 

て勤めている．現在は，筑波大学・鹿屋体育大学大学体育スポーツ高度化共同専攻の博士13 

後期課程 1 年次として研究を継続しながら，一般体育の授業補助を担っている．本稿の作14 

成にあたり自身の教育活動を振り返ったところ，「学生に豊かな人生を送ってほしい」「こ15 

れから生きていく上で必要な力を育んでほしい」という思いが，自身の実践の根底に一貫16 

して存在していることに気づいた．本稿では，主担当教員とは異なる立場で学生に関わる17 

助手の教育活動に着目し，授業補助，学生支援，業務日誌による省察を通じて，将来，自18 

ら授業を担当することに向けた成長課題を明らかにする． 19 

 20 

１．責務 21 

 筆者が 2026 年度に担当している主な業務は，教養科目である健康・スポーツ演習（フィ22 

ットネストレーニング，テニス，卓球，サッカー，フットサル）およびスポーツ運動実習23 

（バスケットボール，バレーボール，テニス，ヨガ，スキー，スノーボード）における授24 

業補助である．加えて，体育用具の管理，学生対応，合宿を伴う集中授業の手配といった25 

助手業務も担っている．授業補助では，用具の準備や安全管理に加え，見本の提示，学生26 

への声かけ，活動への参加を通じて，担当教員と協働しながら学習を支援している．また，27 

全国大学体育連合が主催するバレーボール，フロアボール，スノーボード，ゴルフ等の指28 

導者研修会に参加し，自身の指導技術の向上に努めている．2025 年度には公益財団法人全29 

日本スキー・スノーボード連盟（SAJ）公認スノーボードバッジテスト 2 級に合格した．30 
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日々の助手業務については業務日誌に記録し，教育活動を継続的に振り返るための資料と1 

している． 2 

 3 

2．理念 4 

 筆者の教育理念は，大学体育を，運動技能の習得にとどまらず，学生が挑戦し，他者と5 

協働し，自らの健康を支える力を身につける場とすることである．本稿では「人間力」を，6 

体育・スポーツ場面において，礼節を重んじ，仲間と協働し，課題に対して自ら考え行動7 

するとともに，生涯にわたって運動に親しもうとする力として捉える．この定義に基づき，8 

教育実践の理念を次の 3 点に整理する． 9 

理念 1 礼節と協調性を備え，自ら考え行動できる人間力を高める 10 

理念 2 何事もまずやってみる姿勢を身につけ，課題を解決するプロセスを知る 11 

理念 3 運動を継続し，生涯にわたって健康の維持増進に努める 12 

 TP チャートの作成を通じて，人間力の育成，挑戦する姿勢の育成，生涯スポーツの実践13 

という 3 つの理念は独立したものではなく，「学生に豊かな人生を送ってほしい」「これか14 

ら生きていく上で必要な力を育んでほしい」という一つの願いから発していることに気づ15 

いた．この理念の原点には，筆者自身が体育・スポーツを通じて，技能の向上だけではな16 

い学びを得てきた経験がある． 17 

 筆者は小学生の頃から，体育や部活動の場面で，教員やコーチが一緒に活動したり，対18 

戦相手になったりしてくれることに大きな楽しさを感じていた．また，顧問の教員が生徒19 

とともに陸上記録会に出場し，年齢や立場にかかわらず挑戦を続ける姿を見たことは，筆20 

者自身が運動を継続したいと思うきっかけとなった．これらの経験から，体育・スポーツ21 

は，挑戦する姿勢，他者と関わる喜び，成長を実感する経験を育む場であると考えるよう22 

になった．現在の授業補助においても，見本を示すだけでなく学生とともに活動し，苦手23 

なことや勝てない相手にも向き合う姿勢を示すことを大切にしている．大学体育で得た小24 

さな成功体験や前向きな挑戦の経験が，卒業後の生活において，困難に向き合う力，他者25 

と協働する力，健康を支える運動習慣につながることを願っている． 26 

 27 

図１ TP チャート 28 

 29 

 30 
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3．方法 1 

 理念を具体化するために，4つの方針と，それに対応する具体的な方法を設定している． 2 

方針 1 規律，ルールを守る（理念 1 に対応） 3 

 学生が社会に出た後も通用する規律性を身につけてほしいという思いから，まず授業者4 

自身が模範を示すことを重視している．具体的には，授業の開始・終了時間を厳守し，用5 

具の準備は授業開始前に行う．また，スポーツのルールを守り，相手に敬意をもって取り6 

組む（方針 2 とも共通）． 7 

 8 

方針 2 主体的・対話的に学び，仲間と称え合う態度を育む（理念 1 に対応） 9 

 学生同士の関わりを通じて，対話的な学びと相互承認の姿勢を育てたいと考えている．10 

具体的には，スポーツのルールやマナーを大切にし，相手に敬意をもって取り組むよう促11 

す（方針 1 とも共通）．また，チームで作戦や振り返りを共有する時間を設け，チーム編成12 

を毎回変えることで，多様な学生と関わる機会をつくる． 13 

 14 

方針 3 苦手なことやできないことにも積極的に取り組む態度を育む（理念 2 に対応） 15 

 失敗を避けることよりも，試行錯誤しながら挑戦する過程そのものを大切にしている．16 

具体的には，苦手なことや勝てない相手にも挑戦する姿勢を授業者自身が示し，学生が自17 

分の課題を見つけ，改善方法を考えながら活動できるよう，問いかけや声かけによって支18 

援する．また，課題を段階的に設定し，小さな成功体験を積めるよう支援するとともに，19 

見本を示すだけでなく学生と一緒に活動する（方針 4 とも共通）． 20 

 21 

方針 4 運動・スポーツを楽しみ，生涯にわたって継続する態度を育む（理念 3に対応） 22 

 授業終了後も運動を続けてもらうために，授業の中で楽しさと成功体験を得られること23 

を重視している．具体的には，学生の習熟の様子に応じて課題を調整し，成功体験を積め24 

るよう支援するとともに，見本を示したり，一緒に活動したりすることで，運動の楽しさ25 

を共有する（方針 3とも共通）． 26 

 これらの方針は，一つの実践が複数の理念の実現に寄与する関係にある．授業では，授27 

業者が規律や挑戦の模範を示し，学生が個人またはチームの課題を見つけ，仲間と相談し28 

ながら試行錯誤し，次の活動に生かすという学習の流れを意識している．特に，学生が小29 

さな成功体験を積み，授業者自身が見本を示しながら一緒に活動することは，苦手なこと30 
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への挑戦姿勢を育むと同時に，運動・スポーツを楽しみ継続する契機にもなると考えてい1 

る． 2 

 3 

3.1 学生とともに活動する助手としての支援 4 

 方針 3・4 を具体化する実践の一つが，学生とともに活動することである．筆者は青山学5 

院大学に着任するまで，卓球とテニスの経験がなかった．当初は学生に負けることも多か6 

ったが，勝てない相手にも挑戦し，未経験または苦手な学生とは一緒にラリーをしながら7 

練習してきた．現在は，自分が何を考え，何を試して上達してきたのかを初心者学生に伝8 

えている．できる見本だけでなく，できなかった過程を共有することが，挑戦する姿勢と9 

課題を解決するプロセスを伝える方法になると考えている． 10 

 11 

4．成果と省察 12 

 本節では，筆者の教育理念が具体化された事例として，2025 年度に実施された 5 日間の13 

スノーボード集中授業における初級クラス指導を取り上げる．筆者は初級クラス 17 名の14 

授業補助を担当した．根拠資料として，筆者の業務日誌，学生の感想文を用いた． 15 

 筆者は，「転ばずに連続ターンしながら滑ることができる」状態を到達の目安とし，最終16 

日の滑走時に学生の技能到達状況を確認した．最終日の滑走時には，授業開始時にターン17 

ができなかった 17名全員について，「転ばずに連続ターンしながら滑ることができる」状18 

態を確認した．恐怖心を減らして安全に練習できるよう，顔や目線の向き，立ち方等を段19 

階的に示し，習熟の様子に応じて声をかけ，成功体験を積めるよう支援した． 20 

 学生の感想文には，「初めは難しく不安だったが，難しいけれど楽しいものに変わってい21 

った」との記述があった．また，「今後も続けていきたいと思うほどスノーボードが好きに22 

なった」，「スノーボードにはまり，友達に声をかけたところ，行く予定ができた」という23 

記述もみられた．これらの記述から，技能の習得だけでなく，うまくできない過程を楽し24 

めたか，授業後の運動継続につながったかという視点も重要であると考えた． 25 

 ただし，学生の変化は主担当教員や班の仲間，実習全体の環境によって生まれたもので26 

あり，筆者の働きかけだけによる成果とは断定できない．今後は，学生の感想文と業務日27 

誌を照合し，どのような支援が学生の挑戦，協働，運動継続への意欲に結びついたのかを28 

検討したい． 29 

 30 
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5．目標 1 

 今後の目標は，「様々な先生から指導法を学ぶ」「様々な種目の技能を高いレベルで身に2 

つける」「自分の授業を持ち，理念を体現する」「業務日誌をつけて教育活動を記録する」3 

の 4点である． 4 

 短期的には，バレーボール，フロアボール，スノーボード，ゴルフ等の指導者研修会へ5 

の参加を継続し，さまざまな教員から指導法を学ぶとともに，担当できる種目の幅を広げ，6 

技能を高めたい．各研修会で学んだ指導法を授業補助の場で試行し，学生の反応と自身の7 

気づきを業務日誌に記録する．また，2026 年度中に学生の感想文と業務日誌を整理し，理8 

念・方針・方法と学生の変化との対応を振り返る． 9 

 長期的には，種目を限定せず幅広い指導力をもった教員になることを目指している．そ10 

の中でも，自身の専門である陸上競技に加え，大学の一般体育で広く扱われているバドミ11 

ントンやバレーボール，集中授業として実施されるスノーボードについて，自分自身の授12 

業を担当し，本稿で整理した 3 つの理念を体現したい．そのために，理念・方法・評価を13 

一貫させた単元案を作成し，学生の技能だけでなく，挑戦，協働，運動継続への意欲の変14 

化も捉えられる評価方法を検討していく． 15 

 16 

おわりに 17 

 TP チャートの作成を通じて，助手として個別に取り組んできた業務や指導の一つひとつ18 

が，学生の将来の生活を支える力の育成という一つの願いに根ざしていたことに気づいた．19 

自分が教育実践において何を大切にし，今後何に取り組むべきかが明確になったことは，20 

大きな収穫である．今後は，博士課程での学びと並行して，本稿で整理した理念・方針・21 

方法を，業務日誌や学生の声に基づいて継続的に検証・改善する．そのために，学生とと22 

もに活動し，記録し，省察しながら，助手としての教育活動を継続的に発展させ，自分自23 

身の授業をもつ教員として理念を体現できるよう努めていきたい． 24 

 25 
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 29 
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